
は
じ
め
に

本
稿
は
辰
馬
考
古
資
料
館
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
三
村
山
極

楽
寺
跡
出
土
の
塑
像
片
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
村
山
極
楽
寺
（
以
下
、
極

楽
寺
）
は
、
筑
波
山
の
南
麓
に
営
ま
れ
た
中
世
寺
院
で
、
鎌
倉
時
代
の
弱
者
救
済

で
有
名
な
忍
性
が
十
年
間
止
住
し
、
西
大
寺
流
律
宗
の
東
国
屈
指
の
拠
点
と
な

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
こ
の
極
楽
寺
跡

の
一
画
で
瓦
窯
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
同
時
に
若
干
の
塑
像
片
も
発
見
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
瓦
に
関
す
る
二
、
三
の
論
考
は
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、

塑
像
片
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
存
在
さ
え
知
ら
れ
て
い
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。
中
世
寺
院
に
置
か
れ
た
塑
像
の
実
例
と
し
て
看
過
す
る
に

は
惜
し
い
資
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
忍
性
を
中
心
と
し
た
律
宗
教
団
の
活
動
を

知
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
実
見
が
叶
っ
た
の
を
機
に
詳
細
を
こ
こ
に

報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
三
村
山
極
楽
寺
の
立
地
と
歴
史

筑
波
山
は
関
東
平
野
の
北
東
・
鬼
門
に
位
置
す
る
。
山
頂
に
男
体
山
と
女
体

山
が
並
ぶ
麗
姿
は
、
古
来
よ
り
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
数
多
く
の
万
葉
歌
が
残

る
聖
地
で
も
あ
っ
た
。
極
楽
寺
は
そ
の
筑
波
の
山
な
み
の
南
端
、
宝
篋
山
（
標
高

四
六
一
ⅿ
）
の
ふ
も
と
に
営
ま
れ
た
。
山
を
背
に
し
、
両
脇
も
丘
陵
に
囲
ま
れ
た

緩
い
谷
地
で
、
南
方
眼
下
に
は
、
霞
ヶ
浦
に
注
ぐ
桜
川
が
開
析
し
た
肥
沃
な
平

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
現
在
、
旧
寺
域
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
水
田
と
な
っ
て
お
り
、

か
つ
て
の
伽
藍
が
ど
の
よ
う
な
配
置
で
あ
っ
た
の
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
た

だ
し
、
谷
の
中
央
に
細
長
い
舌
状
の
微
高
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
山
門
か
ら
金
堂

や
講
堂
、
諸
堂
諸
院
な
ど
が
縦
列
し
、
さ
ら
に
は
左
右
の
奥
ま
っ
た
高
台
に
尼

寺
や
別
院
が
展
開
し
て
い
た
よ
う
な
景
観
が
想
像
さ
れ
る
（
図
1
）。

極
楽
寺
は
、
も
と
は
そ
の
寺
名
が
示
す
よ
う
に
浄
土
系
の
寺
院
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
創
建
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
初
期
、
幕
府
の
重
臣

で
あ
り
後
の
小
田
氏
の
祖
と
な
る
八
田
知
家
が
三
村
郷
一
帯
を
治
め
、
極
楽
寺

を
建
立
し
菩
提
寺
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
1
）。
実
際
、
極
楽
寺
跡
か
ら
発
見

さ
れ
る
最
初
期
の
瓦
（
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
）
は
、
寺
の
南
西
至
近
に
あ
る
小
田

城
本
丸
出
土
の
瓦
に
同
笵
の
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
鎌
倉
永
福
寺
の
創
建
期

の
軒
平
瓦
と
も
同
笵
関
係
に
あ
る
と
い
う
（
比
毛
ほ
か
二
〇
二
三
）。
よ
っ
て
、

規
模
は
不
明
な
が
ら
も
十
三
世
紀
初
頭
頃
に
は
極
楽
寺
は
建
立
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

忍
性
が
極
楽
寺
に
入
っ
た
の
は
そ
の
半
世
紀
後
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
十

二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（『
性
公
大
徳
譜
』）。
当
時
、
常
陸
国
守
護
で
あ
っ
た
小

―
調
査
報
告
―

三
村
山
極
楽
寺
跡
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
出
土
の
塑
像
片
に
つ
い
て

吉

澤

悟
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つくば市発掘による
塑像片出土地点
つくば市発掘による
塑像片出土地点

大型五輪塔大型五輪塔

塑像片出土地点塑像片出土地点

三村山極楽寺跡三村山極楽寺跡

石造菩薩立像
（湯地蔵）
石造菩薩立像
（湯地蔵）
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筑波山筑波山

極楽寺極楽寺
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山
池

ザル池

新池

00 200m200m

図1 三村山極楽寺跡の立地と現況

（アミかけは低地水田面）

塑像片出土地点付近（道の左端の微高地）三村山極楽寺跡遠景
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田
時
知
（
小
田
氏
四
代
）
の
招
請
を
受
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
早
く
も
翌
年
に

は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
銘
の
「
三
村
山

不
殺
生
界
」
と
刻
ん
だ
結
界
石
を

設
置
し
、
戒
律
護
持
の
律
寺
経
営
を
進
め
、
さ
ら
に
翌
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

に
は
忍
性
自
身
が
戒
和
上
と
な
り
、
弟
子
た
ち
に
具
足
戒
を
授
け
る
な
ど
活
動

を
拡
充
し
て
い
る
（『
性
公
大
徳
譜
』、
松
尾
二
〇
〇
四
）。
ま
た
、
極
楽
寺
跡
か
ら

は
「
正
嘉
二
」（
一
二
五
八
）
銘
の
文
字
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
忍
性
止
住
期
に
は

伽
藍
の
整
備
も
着
実
に
進
展
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）、

忍
性
は
極
楽
寺
を
離
れ
て
鎌
倉
に
向
か
う
が
、
そ
の
後
も
同
じ
く
西
大
寺
叡
尊

の
弟
子
で
あ
っ
た
頼
玄
ら
に
よ
り
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
る
（『
本
朝
高
僧

伝
』
海
竜
王
寺
見
空
伝
ほ
か
）。
境
内
西
端
に
立
つ
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
の

石
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
湯
地
蔵
）
は
こ
の
発
展
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
（
図
2
右
）、

ま
た
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
銘
の
文
字
瓦
の
出
土
か
ら
も
忍
性
以
降
の
伽
藍
整

備
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
考
古
学
的
に
も
十
三
世
紀
後
葉
か
ら
十
四
世
紀

前
葉
に
か
け
て
の
極
楽
寺
の
瓦
は
、

最
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ

り
、
技
術
的
に
高
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
比
毛
ほ
か
前
掲
）。
ま
さ

に
「
常
州
三
村
山
は
坂
東
の
律
院
の

根
本
本
寺
也
」（『
雑
談
集
』、
嘉
元
三

年
〔
一
三
〇
五
〕
成
立
）
と
称
さ
れ
る

ま
で
に
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
天
正
年
間
の
初
め
、
小
田

城
の
落
城
と
共
に
極
楽
寺
も
衰
退
し

た
と
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
僅
か

に
清
涼
院
が
残
り
、
忍
性
を
偲
ぶ
遺

構
と
し
て
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
（『
本
朝
高
僧
伝
』
忍
性
伝
）。

二
、
塑
像
片
に
つ
い
て

極
楽
寺
跡
で
は
古
く
か
ら
古
瓦
が
拾
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
は

「
三
村
山
」「
清
涼
院
」
な
ど
の
文
字
瓦
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
）。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
、
茨
城
県

下
で
長
く
教
鞭
を
執
り
、
新
治
郡
衙
を
は
じ
め
県
下
の
遺
跡
調
査
で
も
活
躍
し

て
い
た
高
井
悌
三
郎
氏
は
、
地
元
の
藤
田
清
氏
、
中
村
盛
吉
氏
ら
と
協
力
し
て

瓦
片
の
集
中
地
点
を
発
掘
し
、
瓦
窯
の
遺
構
と
共
に
、
そ
の
後
の
瓦
編
年
の
基

準
と
な
る
軒
丸
・
軒
平
瓦
や
「
正
嘉
二
」（
一
二
五
八
）
銘
平
瓦
な
ど
を
発
見
し

た
。
そ
の
概
況
は
『
日
本
考
古
学
年
報
5

昭
和
二
十
七
年
度
』
を
は
じ
め
、

昭
和
三
十
年
以
降
、
高
井
氏
ら
に
よ
っ
て
各
誌
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
（
高
井

一
九
五
七
、
一
九
六
四
、
一
九
七
九
、
藤
田
一
九
七
二
）、
正
式
な
報
告
書
が
未
完

の
た
め
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
塑
像
片
に
つ
い
て
は
僅
か
な
記
述
が
あ
る
の
み

で
あ
る
。
高
井
氏
は
「
こ
こ
で
採
取
さ
れ
た
遺
物
は
も
ち
ろ
ん
古
瓦
を
主
と
す

る
が
、
他
に
華
瓶
、
塑
像
残
欠
、
青
磁
片
を
ふ
く
む
」
と
記
し
（
高
井
一
九
六

四
）、
ま
た
藤
田
氏
は
「
土
製
仏
像
ら
し
い
も
の
の
小
断
片
、
土
器
片
な
ど
が
出

土
し
た
」
と
報
じ
た
（
藤
田
一
九
七
二
）
の
が
塑
像
片
に
関
す
る
す
べ
て
で
あ
る
。

瓦
窯
が
発
掘
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に
高
井
氏
は
茨
城
県
か
ら
転
出
し
、
兵
庫

県
西
宮
市
の
甲
陽
学
院
中
学
・
高
校
の
教
員
に
な
っ
て
い
た
（
2
）。
報
告
書
を
ま
と

め
る
た
め
か
塑
像
片
を
含
む
遺
物
の
一
部
は
甲
陽
学
院
高
校
の
歴
史
研
究
室
に

運
ば
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
辰
馬
考
古
資
料
館
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
報
告
書
の
未
完
に
加
え
て
、
地
元
茨
城
県
か
ら
離
れ
置
か
れ
た
こ
と
も
塑

像
片
が
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
一
因
と
言
え
よ
う
。

図2 大型五輪塔と石造地蔵菩薩立像
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さ
て
、
塑
像
片
の
出
土
し
た
場
所
で
あ
る
が
、
高
井
氏
ら
に
よ
る
瓦
窯
跡
の

調
査
地
点
は
、
旧
寺
域
の
中
心
と
な
る
舌
状
微
高
地
の
付
け
根
付
近
、
現
在

「
忍
性
記
念
極
楽
寺
公
園
」
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
（
図
1
の
○
印
。
つ
く

ば
市
小
田
字
尼
寺
入
四
二
〇
八
）。
そ
の
北
側
に
は
一
段
高
い
平
坦
地
が
あ
り
、
極

楽
寺
の
中
で
も
重
要
な
堂
宇
が
建
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
少
し

山
道
を
登
る
と
三
ⅿ
近
い
大
型
五
輪
塔
（
頼
玄
墓
塔
と
み
ら
れ
る
、
図
2
左
）
が
建

つ
区
画
に
行
き
当
た
る
の
で
、
こ
の
平
坦
地
に
は
奥
の
院
な
い
し
塔
頭
的
な
性

格
を
帯
び
た
子
院
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
に
紹
介
す
る
塑
像
片

は
、
そ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
た
尊
像
が
堂
宇
の
火
災
に
よ
っ
て
断
片
と
な
り
、

か
つ
て
瓦
窯
が
築
か
れ
た
下
段
部
に
流
れ
落
ち
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

辰
馬
考
古
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
塑
像
片
は
全
部
で
九
点
で
あ
る
。
焼

け
た
土
壁
片
や
土
師
器
、
青
磁
片
、
か
わ
ら
け
類
と
も
一
緒
に
テ
ン
箱
一
つ
に

納
め
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
特
に
土
壁
片
に
は
塑
像
片
と
の
判
別
が
難
し
い
も

の
も
あ
る
。
伴
出
品
と
し
て
そ
れ
ら
も
精
査
・
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
回
は
ま
ず
抽
出
し
た
塑
像
片
の
み
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

塑
像
片
1
〔
甲
の
裾
〕（
図
3
）

縦
一
二
・
八
㎝
、
横
七
・
三
㎝
、
厚
五
・
八
㎝

最
も
大
き
な
破
片
で
、
表
面
に
三
叉
の
ス
タ
ン
プ
文
と
襞
の
表
現
、
裏
面
に

は
芯
材
の
跡
が
良
く
残
っ
て
い
る
。
粘
土
は
芯
か
ら
表
層
に
か
け
て
お
お
よ
そ

三
層
に
分
か
れ
る
。
芯
材
の
周
辺
に
貼
り
付
け
た
厚
さ
二
㎝
程
の
粘
土
は
、
ス

サ
を
含
む
粗
い
粘
土
で
、
混
入
さ
れ
た
植
物
繊
維
が
被
熱
に
よ
り
炭
化
粒
子
と

な
っ
た
様
子
や
、
籾
粒
の
圧
痕
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
粗
土
の
周
囲
に
は
、
像
の

肉
盛
り
に
用
い
た
二
番
目
の
粘
土
が
お
よ
そ
一
〜
二
㎝
の
厚
さ
で
巻
か
れ
て
い

る
。
粘
土
の
質
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
粗
さ
で
あ
る
が
、
幾
分
混
ぜ
物
を
少
な
く

し
て
造
形
し
易
く
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
表
層
に
は
ご
く
キ
メ

の
細
か
な
精
土
が
四
〜
五
㎜
の
厚
さ
で
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
微
細
な
石
英

粒
が
含
ま
れ
る
他
は
目
立
っ
た
粒
子
は
見
え
ず
、
一
般
に
キ
ラ
と
呼
ば
れ
る
雲

母
の
混
入
も
見
ら
れ
な
い
。
表
面
に
見
え
る
細
部
表
現
は
す
べ
て
こ
の
精
土
で

作
ら
れ
て
お
り
、
三
叉
の
ス
タ
ン
プ
文
が
こ
の
土
に
押
さ
れ
て
い
る
。
本
片
に

は
上
記
の
三
層
の
粘
土
に
加
え
、
最
表
面
に
漆
喰
の
よ
う
に
白
い
化
粧
土
が
厚

く
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
化
粧
土
の
上
に
も
重
ね
て
三
叉
の
ス
タ
ン
プ
文
が
押

さ
れ
て
い
る
が
、
被
熱
に
よ
り
半
分
く
ら
い
に
収
縮
し
た
部
分
も
見
ら
れ
る
。

細
部
表
現
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
中
央
か
ら
左
端
に
か
け
て
三
叉
の
ス
タ
ン

プ
文
、
下
端
か
ら
右
側
面
に
か
け
て
は
細
か
な
折
り
目
を
も
つ
フ
リ
ル
状
の
襞

が
表
さ
れ
て
い
る
。
三
叉
の
ス
タ
ン
プ
文
は
、
突
出
部
で
長
さ
約
一
・
八
㎝
、

上
下
方
向
に
列
を
成
し
、
隣
の
列
と
は
噛
み
合
う
よ
う
に
位
置
を
ず
ら
し
て
押

捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
鎖
を
連
ね
た
甲
、「
金
鎖
甲
」
の
表

現
で
あ
ろ
う
。
ス
タ
ン
プ
文
が
精
土
と
化
粧
土
に
二
重
に
押
さ
れ
て
い
た
理
由

は
定
か
で
な
い
。
仔
細
に
見
る
と
、
精
土
上
の
ス
タ
ン
プ
文
は
襞
に
接
す
る
ま

で
、
あ
る
い
は
一
部
は
襞
の
下
に
潜
り
込
む
よ
う
に
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
最
終
的
に
は
訂
正
さ
れ
た
よ
う
で
、
襞
か
ら
一
㎝
程
離
れ
た
位
置
に
数
条
の

沈
線
や
剥
離
痕
が
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
こ
の
部
分
に
白
土
で
帯
状
の
隆
起
を
設

け
、
甲
の
縁
取
り
な
い
し
金
鎖
甲
の
下
に
着
る
「
裙
」（
裳
裾
）
の
縁
を
表
現
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
襞
の
部
分
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
現
状
は
一

様
に
灰
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。

裏
面
に
は
芯
材
の
跡
が
窪
み
と
し
て
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
が
、
や
や
複
雑
な

構
造
で
あ
る
。
芯
材
は
一
見
す
る
と
断
面
六
角
な
い
し
八
角
の
面
取
り
を
施
し

た
角
材
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
材
で
は
考
え
難
い
筋
目
の
く
い
違
い
が
観
察
さ

れ
る
。
お
そ
ら
く
幅
二
㎝
弱
の
へ
ぎ
板
を
数
枚
束
ね
て
紐
で
括
り
、
多
角
形
の
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図4 塑像片2 実測図

表面文様拡大

表面

2

裏面

70

／鹿園雑集　２６号　２０２４／２６号縦組／三村極楽寺跡 2024.03.21 11.28.46 Page 70



0 1/2 5㎝

棒
状
に
仕
立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
、
斜
め
十
字
に
か
け
た
紐
の
圧
痕
も
見
ら
れ

る
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
細
い
材
を
一
条
沿
わ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
圧
痕
を
見

る
か
ぎ
り
藁
か
ス
ス
キ
を
数
本
束
ね
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小

材
を
組
み
合
わ
せ
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
片
が
体
幹
の
中
心
か
ら
離

れ
た
縁
辺
の
装
飾
部
分
で
あ
り
、
そ
の
複
雑
な
形
状
に
応
じ
て
芯
材
を
付
加
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

塑
像
片
2
〔
衣
〕（
図
4
）

長
一
一
・
五
㎝
、
横
八
・
三
㎝
、
厚
四
・
五
㎝

大
き
な
衣
の
破
片
で
あ
る
。
表
面
に
縦
に
三
〜
四
条
の
襞
が
付
き
、
側
面
に

波
打
つ
裾
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
胎
土
の
大
半
が
塑
像
片
1
と
同
様
の
ス
サ
混

じ
り
の
粗
土
で
、
表
層
約
五
㎜
に
精
土
が
被
せ
て
あ
る
。
さ
ら
に
表
面
に
は
ご

く
薄
く
白
い
化
粧
土
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
彩
色
文
様
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
今
こ
の
彩
色
は
被
熱
に
よ
っ
て
黒
・
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

本
片
は
形
状
か
ら
、
縦
方
向
に
垂
れ
下
が
り
つ
つ
、
横
側
面
に
裾
の
う
ね
り

を
見
せ
る
「
裙
」
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
襞
の
厚
み
が
三
㎝
以
上
も

あ
る
た
め
、
一
〜
二
尺
の
小
像
よ
り
も
大
き
な
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

表
面
に
大
型
の
円
文
（
中
は
花
文
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
）
を
散
ら
し
、
そ
の

間
地
を
斜
格
子
文
様
（
被
熱
に
よ
り
彩
色
と
一
緒
に
化
粧
土
が
剥
げ
落
ち
て
い

る
）
で
埋
め
た
華
や
か
な
意
匠
で
あ
る
。
裏
面
に
見
え
る
う
ね
り
部
分
（「
裙
」

の
内
側
）
の
彩
色
は
、
地
を
赤
色
、
文
様
を
緑
色
系
の
顔
料
で
描
い
た
も
の
の
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

裏
面
の
芯
材
の
圧
痕
は
、
幅
一
・
二
㎝
の
細

長
い
へ
ぎ
板
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
縦
方
向
は
、
断
面
が
台
形
の
角
材
、
も

し
く
は
複
数
の
細
板
を
束
ね
て
面
取
り
の
あ
る

角
材
の
よ
う
に
仕
立
て
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

横
方
向
は
、
同
じ
幅
の
細
板
を
五
㎜
間
隔
で
平

行
に
並
べ
て
い
る
。
縄
目
痕
は
み
ら
れ
ず
固
定

の
方
法
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
で
籠
目
状

の
芯
材
を
作
り
、
幅
広
の
衣
を
支
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

塑
像
片
3
〔
衣
〕（
図
5
）

縦
九
・
六
㎝
、
横
五
・
五
㎝
、
厚
三
・
五
㎝

衣
の
大
き
な
襞
の
一
部
と
み
ら
れ
、
断
面
は

図5 塑像片3 実測図

裏面表面

3
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三
角
形
を
呈
す
る
。
表
面
よ
り
見
て
左
側
面
が
急
角
度
で
下
降
し
て
い
る
が
、

そ
の
先
で
再
び
上
昇
し
て
大
き
な
う
ね
り
を
形
成
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。胎

土
は
塑
像
片
2
と
同
様
で
、
表
面
に
ク
リ
ー
ム
色
の
化
粧
土
が
ご
く
薄
く

塗
ら
れ
て
お
り
、
大
型
の
円
花
文
が
彩
色
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
被

熱
に
よ
っ
て
彩
色
の
顔
料
が
煮
え
立
ち
、
黒
褐
色
の
固
ま
り
と
化
し
て
い
る
た

め
、
文
様
の
形
も
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
が
焼
き
締
ま
っ
て
い
る
た
め
、
裏
面
に
残
る
芯
材
の
圧
痕
は
極
め
て
明

瞭
で
あ
る
。
幅
約
二
㎝
の
へ
ぎ
板
を
縦
軸
と
し
、
こ
れ
に
同
寸
幅
で
厚
さ
三
〜

四
㎜
の
別
材
を
直
行
さ
せ
る
よ
う
に
横
に
並
べ
、
紐
で
斜
め
十
字
に
縛
り
付
け

て
い
る
。
横
板
の
間
隔
は
約
一
・
五
㎝
で
、
現
状
で
は
三
枚
分
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
横
板
の
端
は
、
さ
ら
に
別
の
縦
板
の
下
に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
た
よ
う
で
、

左
右
の
圧
痕
が
分
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
子
か
ら
、
芯
材
の
構
造
は
幅
二
㎝
、

厚
さ
三
〜
四
㎜
の
へ
ぎ
板
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
、
籠
目
状
な
い
し
笊
状
に
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
お
よ
そ
塑
像
片
2
と
同
様
の
芯
材
と
み
ら

れ
、
共
に
当
初
は
幅
広
の
衣
、「
裙
」
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

塑
像
片
4
〔
衣
〕（
図
6
）

縦
七
・
四
㎝
、
横
九
・
〇
㎝
、
厚
二
・
五
㎝

幅
広
の
衣
の
一
部
で
、
表
面
に
縦
方
向
の
大
小
の
襞
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
は
塑
像
片
2
と
近
似
し
て
お
り
、
粗
土
を
ベ
ー
ス
に
表
層
二
㎜
程
に
精
土

が
盛
ら
れ
、
表
面
に
は
ク
リ
ー
ム
色
の
化
粧
土
が
薄
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
表
面

の
右
端
に
円
花
文
と
み
ら
れ
る
彩
色
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
被
熱
に
よ
り
灰
褐
色

の
滲
み
と
化
し
て
い
る
。
ま
た
左
下
に
は
別
の
円
花
文
か
と
思
わ
れ
る
暗
赤
褐

色
の
彩
色
も
見
ら
れ
る
。

裏
面
は
塑
像
片
2
、
3
と
同
様
に
、
へ
ぎ
板
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
た
芯
材

の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
る
。
裏
面
左
半
分
に
見
え
る
縦
軸
の
芯
材
は
、
筋
目
に
乱

れ
が
あ
る
た
め
板
材
で
は
な
く
、
藁
や
ス
ス
キ
を
平
た
く
束
ね
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
を
裏
支
え
す
る
よ
う
に
幅
一
・
二
㎝
の
横
板
や
縦
板
が
重
層
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
詳
し
い
構
造
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
も
籠
目
状

の
芯
材
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
円
花
文
の
彩
色
が
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ

せ
る
と
、
本
片
は
塑
像
片
2
、
3
に
連
な
る
「
裙
」
の
一
部
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。

図6 塑像片4 実測図

裏面

4

表面
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塑
像
片
5
〔
脛
〕（
図
7
）

縦
六
・
二
㎝
、
横
五
・
二
㎝
、
厚
五
・
七
㎝

円
柱
状
の
部
材
片
で
、
表
面
に
は
縦
に
二
段
突
帯
、
横
に
そ
れ
を
締
め
る
二

条
の
突
帯
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
ス
サ
混
じ
り
の
粗
土
を
基
礎
に
、
表

層
三
㎜
に
キ
メ
の
細
か
い
精
土
を
被
せ
、
表
面
全
体
に
白
い
化
粧
土
が
薄
く
塗

ら
れ
て
い
る
。
横
の
突
帯
の
下
方
に
灰
褐
色
を
呈
す
る
彩
色
の
痕
跡
が
あ
る
ほ

か
、
側
面
上
部
に
も
僅
か
に
赤
み
を
感
じ
る
褐
色
部
分
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

縦
の
突
帯
に
沿
っ
て
黄
褐
色
の
筋
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の
彩
色
で
は
な

く
、
被
熱
の
際
に
鉄
分
が
流
下
し
た
跡
で
あ
ろ
う
。

裏
面
に
は
心
木
の
跡
が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
圧
痕
か
ら
、
角
を
面
取

り
し
た
幅
三
㎝
の
角
材
が
心
木
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
心

木
の
周
囲
の
肉
取
り
や
横
の
突
帯
の
カ
ー
ブ
等
か
ら
推
計
す
る
と
、
本
片
は
直

径
約
七
㎝
の
円
柱
で
、
上
方
に
向
か
っ
て
や
や
広
が
る
形
状
で
あ
っ
た
と
復
元

さ
れ
る
。
像
の
手
首
付
近
も
し
く
は
足
首
か
ら
脛
に
か
け
て
の
部
材
と
思
わ
れ

る
が
、
縦
の
二
段
突
帯
は
脛
甲
に
附
属
す
る
装
飾
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
足

首
の
直
径
が
約
七
㎝
と
し
て
、
現
存
す
る
天
部
像
の
比
率
に
当
て
は
め
る
と
、

本
像
は
お
よ
そ
一
〜
一
・
二
ⅿ
の
像
高
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

塑
像
片
6
〔
帯
〕（
図
8
）

縦
三
・
七
㎝
、
横
六
・
七
㎝
、
厚
二
・
〇
㎝

横
長
の
三
角
形
の
破
片
で
、
表
面
に
膨
ら
み
を
も
っ
た
帯
状
の
表
現
が
付
く
。

胎
土
は
他
と
同
様
の
粗
土
で
、
帯
状
の
表
現
は
キ
メ
の
細
か
な
精
土
が
盛
ら
れ
、

彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
今
、
彩
色
は
黒
褐
色
に
変
色
し
て
お
り
、
当
初
の
色

は
計
り
知
れ
な
い
。

裏
面
に
は
縦
板
と
横
板
が
複
雑
に
重
な
り
合
う
芯
材
の
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。

中
央
に
突
出
し
た
芯
材
は
、
横
方
向
に
筋
目
を
も
つ
板
材
で
、
あ
た
か
も
曲
げ

物
の
表
面
の
よ
う
に
緩
い
曲
面
を
も
つ
。
こ
の
横
板
は
五
㎜
の
間
隔
を
あ
け
て

上
下
に
二
枚
並
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
直
行
さ
せ
る
よ
う
に
縦
板
を
重

ね
て
い
る
が
、
そ
の
間
隔
は
約
二
・
五
㎝
で
あ
る
。
右
上
に
は
こ
の
縦
板
を
縛

っ
た
紐
跡
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
芯
材
の
構
造
は
、
横
板
を
緩

く
曲
げ
て
段
積
み
し
た
、
ち
ょ
う
ど
蒸
籠
や
甑
の
よ
う
な
曲
げ
物
の
筒
に
、
縦

板
を
一
定
間
隔
で
縛
り
付
け
て
籠
状
に
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
縦
横
ど
ち

図7 塑像片5 実測図

下面

5

表面（上下逆）

裏面（上下逆）
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ら
の
板
材
も
一
・
五
〜
二
㎝
以
上
の
幅
を
も
つ
よ
う
で
あ
り
、
上
記
し
た
衣
と

み
ら
れ
る
塑
像
片
よ
り
も
大
き
め
の
芯
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
片
が

よ
り
体
幹
部
に
近
い
部
位
を
占
め
る
か
ら
と
思
わ
れ
、
表
面
の
帯
状
の
表
現
は
、

腹
部
の
締
め
帯
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。

塑
像
片
7
〔
不
明
〕（
図
9
）

縦
五
・
七
㎝
、
横
五
・
五
㎝
、
厚
四
・
一
㎝

裏
面
に
芯
材
の
圧
痕
が
あ
る
た
め
、
か
ろ
う
じ
て
塑
像
片
と
判
断
さ
れ
た
小

片
で
あ
る
。
他
片
と
同
様
の
粗
土
を
基
礎
と
し
て
、
表
面
に
二
〜
七
㎜
の
厚
さ

で
精
土
を
盛
っ
た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
上
に
白
い
化
粧
土
が
薄
く
塗
ら
れ
て
い

る
。
向
か
っ
て
右
側
を
高
く
盛
り
、
衣
の
襞
を
造
形
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

化
粧
土
の
一
部
に
褐
色
の
変
色
が
見
ら
れ
、
彩
色
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

裏
面
に
見
え
る
芯
材
は
、
幅
約
二
㎝
の
へ
ぎ
板
を
紐
で
束
ね
た
も
の
、
も
し
く

は
面
取
り
を
し
た
角
材
に
紐
を
括
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
残
存
状
況
が

悪
く
、
塑
像
に
お
け
る
部
位
を
推
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

塑
像
片
8
〔
台
座
？
〕（
図
10
）

縦
三
・
八
㎝
、
横
一
二
・
二
㎝
、
厚
三
・
一
㎝

大
き
な
円
環
形
の
裾
部
分
で
あ
ろ
う
か
。
粗
土
は
二
層
あ
り
、
芯
材
の
圧
痕

が
残
る
厚
さ
五
㎜
前
後
の
粘
土
と
、
そ
の
上
に
盛
り
上
げ
た
厚
さ
一
㎝
程
の
粘

土
は
ど
ち
ら
も
キ
メ
の
粗
い
粘
土
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
三
〜
五
㎜
の
厚

さ
で
精
土
を
盛
っ
て
、
曲
面
や
庇
状
の
張
り
出
し
を
造
形
し
て
い
る
。
表
面
に

図8 塑像片6 実測図

図9 塑像片7 実測図

裏面

裏面

7

6

表面

表面
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は
白
い
化
粧
土
を
塗
り
、
蔓
草
や
花
文
を
彩
色
で
表
し
て
い
る
。

被
熱
に
よ
り
彩
色
は
す
べ
て
濃
淡
の
褐
色
に
変
化
し
て
お
り
、

文
様
構
成
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
Ｃ
字
形
の
花
弁
に
は
二
〜
三
段

階
の
濃
淡
が
見
ら
れ
る
た
め
、
当
初
は
暈
繝
彩
色
の
華
や
か
な

花
文
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
庇
状
の
張
り
出
し
の
先
端
に

も
黒
褐
色
の
彩
色
痕
が
あ
り
、
こ
の
円
環
形
の
部
材
の
縁
を
一

周
す
る
よ
う
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

裏
面
に
見
る
芯
材
は
、
お
そ
ら
く
塑
像
片
7
と
同
様
の
構
造

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
曲
げ
物
状
に
た
わ
め
た
横
材
に
一
定

の
間
隔
を
置
い
て
縦
板
を
縛
り
付
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

本
片
は
全
体
に
緩
く
カ
ー
ブ
し
て
お
り
、
も
し
真
円
で
あ
っ

た
な
ら
ば
直
径
五
〇
㎝
以
上
の
円
環
の
縁
に
相
当
す
る
。
蔓
草

と
花
文
の
華
や
か
な
装
飾
と
も
併
せ
て
、
天
部
像
を
中
心
に

様
々
な
尊
像
に
該
当
部
分
を
探
し
た
が
、
適
切
な
部
位
は
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
尊
像
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
台
座

の
よ
う
な
器
材
の
一
部
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

塑
像
片
9
〔
台
座
？
〕（
図
11
）

縦
五
・
七
㎝
、
横
九
・
三
㎝
、
厚
六
・
四
㎝

鉢
巻
状
の
横
突
帯
を
も
つ
円
柱
状
の
大
型
片
で
あ
る
。
原
形

が
分
か
ら
な
い
た
め
、
上
下
方
向
や
角
度
も
判
断
が
難
し
い
。

胎
土
は
ほ
ぼ
全
体
が
粗
土
で
、
突
帯
部
分
お
よ
び
そ
の
下
方
に

広
が
る
化
粧
土
の
下
地
に
精
土
が
張
ら
れ
て
い
る
。
突
帯
は
残

存
幅
一
・
五
㎝
、
厚
さ
五
〜
八
㎜
で
、
当
初
は
も
っ
と
幅
広
く
、

化
粧
土
を
塗
っ
た
装
飾
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図10 塑像片8 実測図

8

表面

下面

文様部拡大

裏面
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そ
の
下
方
に
は
白
い
化
粧
土
上
に
蔓
草
状
の
彩
色
を
施
し
た
平

坦
面
が
広
が
っ
て
い
る
。
彩
色
は
被
熱
に
よ
っ
て
顔
料
が
黒
褐

色
に
変
質
し
、
文
様
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

裏
面
に
は
芯
材
の
圧
痕
が
残
る
が
、
他
の
塑
像
片
と
は
全
く

異
な
る
芯
材
で
あ
る
。
幅
一
㎝
前
後
で
軽
い
内
反
り
の
あ
る
細

板
に
植
物
繊
維
を
巻
き
付
け
た
も
の
を
、
中
心
部
分
は
並
行
に

置
き
、
周
辺
部
分
は
そ
れ
を
分
断
す
る
よ
う
に
斜
行
に
並
べ
る

と
い
う
、
不
思
議
な
構
造
で
あ
る
。
ま
た
、
本
片
の
上
部
に
は

平
坦
面
が
作
り
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
指
の
腹
も
し
く
は

篠
竹
な
ど
で
撫
で
た
よ
う
な
圧
痕
が
付
い
て
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
当
初
の
姿
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
本
片
は
直

径
二
〇
〜
三
〇
㎝
の
円
柱
の
一
部
で
あ
り
、
割
竹
の
内
側
を
外

に
向
け
た
細
板
に
植
物
繊
維
を
巻
き
付
け
て
ド
ー
ム
状
の
組
み

物
と
し
た
も
の
を
芯
材
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
円
柱
の
上

に
は
別
の
部
材
を
乗
せ
る
べ
く
、
指
な
い
し
竹
で
撫
で
て
平
坦

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
出
し
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

太
い
円
柱
で
あ
れ
ば
尊
像
の
足
や
腰
の
部
材
に
相
当
す
る
か
と

考
え
て
み
た
が
、
本
片
に
は
上
下
を
貫
く
心
木
の
痕
跡
は
見
当

ら
ず
、
ま
た
ひ
と
き
わ
大
き
な
突
帯
に
適
合
す
る
表
現
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
異
例
な
芯
材
の
様
子
か
ら
も
、
像
体

と
は
別
の
器
材
、
台
座
な
ど
の
一
部
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
当

と
思
わ
れ
る
。

つ
く
ば
市
発
掘
に
よ
る
塑
像
片
〔
膝
付
近
〕（
図
12
）

上
記
の
辰
馬
考
古
資
料
館
保
管
の
塑
像
片
と
は
別
に
、
つ
く

図11 塑像片9 実測図
表面

9

上面

裏面
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ば
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
平
成
三
年
に
実
施
さ
れ
た
ト
レ
ン
チ
調
査
で
も
塑

像
片
が
一
片
見
つ
か
っ
て
い
る
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
）。
今

回
は
そ
の
現
品
の
実
見
が
叶
っ
た
の
で
併
せ
て
報
告
し
て
お
く
。

縦
九
・
二
㎝
、
横
九
・
七
㎝
、
厚
五
・
二
㎝

天
部
の
膝
あ
た
り
の
破
片
と
同
定
さ
れ
て
お
り
、
上
部
が
「
裙
」
の
縁
、
下

部
は
袴
が
脛
甲
の
上
で
膨
ら
む
部
分
で
あ
る
。
胎
土
は
ス
サ
混
じ
り
の
粗
土
を

基
礎
と
し
（
籾
の
圧
痕
も
見
ら
れ
る
）、
表
層
約
五
㎜
に
精
土
を
盛
り
付
け
、
表
面

に
白
い
化
粧
土
を
塗
り
彩
色
を
施
し
て
仕
上
げ
て
い
る
。

「
裙
」
の
彩
色
文
様
は
、
花
弁
が
重
層
す
る
唐
花
文
を
描
い
た
も
の
と
見
ら

れ
、
彩
色
は
す
べ
て
褐
色
に
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
白
土
の
描
線
が
花
弁
の

輪
郭
を
残
し
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
報
告
書
で
は
白
色
粘
土
の
象
嵌
で
文
様
を

表
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
溝
彫
り
の
様
子
は
な
く
、
白
土
と
顔
料
に
よ
る

彩
色
表
現
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
袴
部
分
も
彩
色
さ
れ
て
い
る
が
、
今

は
茶
褐
色
一
色
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
片
の
彩
色
は
厚
く
ベ
タ
塗
り
し
た

様
子
で
あ
り
、
辰
馬
考
古
資
料
館
保
管
の
塑
像
片
が
白
い
化
粧
土
の
上
に
淡
い

文
様
を
散
ら
す
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
部
位
の
違
い
に
よ

る
塗
り
分
け
は
あ
ろ
う
が
、
彩
色
の
雰
囲
気
の
違
い
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

裏
面
に
は
芯
材
の
圧
痕
が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。
破
片
を
縦
に
貫
く
よ
う
に

幅
二
・
五
㎝
以
上
、
厚
さ
一
㎝
以
上
の
大
き
な
角
材
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
こ
れ

が
脚
の
心
木
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
直
行
す
る
よ
う
に
幅
一
・
二
㎝
の
横
板
が

接
続
し
、
ま
た
幅
一
・
五
㎝
の
縦
板
が
そ
の
横
板
を
押
さ
え
る
よ
う
に
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
接
続
し
な
い
幅
一
・
二
㎝
の
角
材
が
心
木
か
ら

離
れ
て
縦
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
主
材
と
副
材
を
交
え
て
立
体
的
に
組
み
上
げ

た
芯
材
の
構
造
が
う
か
が
え
る
。

「
裙
」
と
袴
の
距
離
や
大
き
さ
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
天
部
像
は
お
よ
そ

一
ⅿ
前
後
の
像
高
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
辰
馬
考
古
資
料
館
保
管
の
塑
像
片
か

ら
推
測
さ
れ
る
像
と
も
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
片
を
実
見
し
て
気
づ
い
た
一
番
の
特
徴
は
、
粗
土
の
中
に
白

雲
母
が
一
定
度
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
白
雲
母
は
筑
波
山
南
部
の

粘
土
層
に
特
徴
的
に
含
ま
れ
る
鉱
物
で
、
そ
の
有
無
は
当
地
産
の
須
恵
器
や
土

師
器
の
指
標
に
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
白
雲
母
の
存
在
に
よ
り
、
本
像
が
地
元

の
粘
土
で
作
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
と
な
る
。
一
方
、
辰
馬
考

古
資
料
館
保
管
の
塑
像
片
に
は
そ
の
混
入
は
な
い
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
気
が

付
か
な
い
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
産
地
は
と
も
か
く
と
し
て
、
別
個
体
の
塑
像

が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

報
告
書
で
は
本
片
の
出
土
地
点
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
原
品
に
記
さ
れ
た

注
記
番
号
よ
り
、
裏
山
池
の
西
側
、
丘
を
背
に
し
た
緩
斜
面
（
Ｈ
7
グ
リ
ッ
ド
）

よ
り
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
石
橋
氏
よ
り
ご
教

示
）。
辰
馬
考
古
資
料
館
保
管
の
塑
像
片
の
発
見
地
と
は
二
五
〇
ⅿ
離
れ
た
地

点
で
あ
り
、
や
は
り
別
個
体
の
天
部
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
に
紹
介
し
た
想
像
片
を
本
来
の
天
部
像
の
部
位
に
当
て
は
め
る

な
ら
ば
、
図
10
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
胎
土
や
彩
色
の
様
子
が
似
て
い
る

と
し
て
も
一
個
体
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
実
際
に
塑
像
片
8
、
9
の
よ
う
に
像

本
体
に
は
還
元
さ
れ
な
い
破
片
も
あ
り
、
当
初
に
ど
れ
ほ
ど
の
塑
像
が
存
在
し

た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
塑
像
片
1
に
「
金
鎖
甲
」
の
表
現
が
あ
り
、

塑
像
片
5
の
よ
う
な
脛
甲
と
み
ら
れ
る
部
位
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
着
装
す

る
四
天
王
像
も
し
く
は
毘
沙
門
天
像
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た

塑
像
片
2
〜
4
の
大
き
な
襞
と
円
花
文
は
、
天
部
の
足
周
り
に
翻
る
「
裙
」
の

襞
と
そ
の
装
飾
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
甲
や
襞
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
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一
縮
尺
と
み
ら
れ
、
塑
像
片
1
〜
6
の
す
べ
て
を
一
体
の
天
部
像
に
収
斂
さ
せ

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
既
存
の
彫
像
と
の
比
較
に
よ
り
、
像
高
は
お
よ
そ
一

〜
一
・
二
ⅿ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
く
ば
市
の
発
掘
品
も
加
え
れ
ば
、

極
楽
寺
に
は
塑
像
の
天
部
像
が
少
な
く
と
も
二
体
は
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
塑
像
の
年
代
と
そ
の
意
義

次
に
塑
像
片
の
時
期
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
日
本
に
お
け
る
塑
像

の
造
立
は
、
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
、
あ
る
い
は
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
多
く

行
わ
れ
て
お
り
、
法
隆
寺
五
重
塔
の
塔
本
塑
像
群
や
東
大
寺
戒
壇
院
の
四
天
王

像
、
同
法
華
堂
の
執
金
剛
神
像
な
ど
、
今
な
お
多
く
の
作
例
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
塑
像
の
作
例
は
極
め
て
少
な
く
、
祖

師
像
や
仁
王
像
な
ど
が
僅
か
に
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
概
し
て
塑
像
は
、

大
陸
文
化
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
、
多
様
な
素
材
で
造
像
を
試
み
た
古
代
的
な

も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
流
れ
に
照
ら
し
た
場
合
、
鎌
倉
時
代
初

期
の
創
建
と
さ
れ
る
極
楽
寺
に
、
天
部
の
塑
像
が
存
在
し
た
の
は
ど
の
よ
う
に

図12 つくば市発掘による塑像片の実測図と写真
（実測図は茨城県つくば市教育委員会1993より縮尺を1／2に変え
て引用）

裏面

横側面

表面
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考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

極
楽
寺
跡
か
ら
は
古
代
瓦
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
周
辺
域

で
奈
良
時
代
に
遡
る
伽
藍
寺
院
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
前
身
寺
院
か

ら
塑
像
を
引
き
継
い
だ
可
能
性
は
排
除
さ
れ
よ
う
。
茨
城
県
内
で
塑
像

片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
極
楽
寺
か
ら
直
線
距
離
で
二
七
㎞
程
離

れ
た
結
城
廃
寺
（
結
城
市
）
で
あ
る
。
同
寺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
の

は
蓮
華
座
に
立
つ
如
来
な
い
し
菩
薩
の
小
像
で
あ
り
、
極
楽
寺
の
塑
像

と
は
様
相
が
全
く
異
な
る
た
め
、
こ
れ
を
出
所
と
見
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
遠
隔
地
、
例
え
ば
南
都
か
ら
古
代
の
塑
像
を
運
び
込
ん
だ
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
塑
像
片
に
は
白
雲

母
を
含
む
当
地
の
粘
土
が
使
わ
れ
て
お
り
、
塑
像
を
製
作
す
る
仏
師
が

い
た
、
も
し
く
は
そ
の
技
術
が
現
地
に
備
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

破
損
の
危
険
性
を
犯
し
な
が
ら
重
い
塑
像
を
遠
隔
地
か
ら
運
ぶ
よ
り
も
、

技
術
を
も
っ
た
仏
師
を
招
聘
す
る
方
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
状

況
証
拠
で
し
か
な
い
が
、
極
楽
寺
跡
の
塑
像
片
が
古
代
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
は
か
な
り
低
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
塑
像
片
1
に
は
ス
タ
ン
プ
押
し
に
よ
る
「
金
鎖
甲
」
の

表
現
が
あ
っ
た
。
塑
像
、
木
彫
像
を
問
わ
ず
、
奈
良
時
代
の
四
天
王
像

や
神
将
像
は
小
札
を
連
ね
た
挂
甲
を
着
装
し
て
お
り
、「
金
鎖
甲
」
を
当

初
か
ら
表
現
し
た
（
後
補
で
な
く
）
作
例
は
お
そ
ら
く
皆
無
か
と
思
わ
れ

る
。
管
見
で
は
「
金
鎖
甲
」
の
古
い
作
例
は
東
寺
の
木
造
兜
跋
毘
沙
門

天
立
像
（
九
世
紀
）
で
あ
る
。
そ
の
写
し
や
着
装
を
受
け
継
い
だ
毘
沙
門

天
や
四
天
王
像
が
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
多
く
造

ら
れ
、
天
部
像
の
甲
の
一
典
型
に
な
っ
て
行
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
塑
像
片
1
の
三
叉
の
ス
タ
ン
プ
文
に
よ
る
「
金
鎖
甲
」
に
類

図13 塑像片の部位想定図

2

1

5

6

3
2

4
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似
し
た
作
例
と
し
て
、
鎌
倉
・
浄
智
寺
の
韋
駄
天
立
像
（
十
四
世
紀
）
が
挙
げ
ら

れ
る
（
奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
一
四
）。
こ
ち
ら
は
木
彫
像
の
表
面
に
型
押
し
の
粘

土
装
飾
を
貼
り
付
け
る
「
土
紋
」
で
「
金
鎖
甲
」
を
表
し
た
も
の
で
、
完
全
な

塑
像
と
は
異
な
る
も
の
の
、
先
端
が
丸
い
三
叉
文
を
連
続
さ
せ
、
白
色
の
化
粧

土
を
塗
っ
た
様
子
に
近
似
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
塑
像
片
1
は
奈
良
時
代
の
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
こ
れ
に

組
み
合
う
で
あ
ろ
う
他
の
塑
像
片
も
古
代
で
は
な
く
中
世
の
作
と
み
る
べ
き
で
、

こ
と
に
鎌
倉
時
代
に
始
ま
る
極
楽
寺
の
周
辺
で
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
、

と
ま
で
は
言
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
忍
性
の
極
楽
寺
止
住
期
間
に
あ
て
る

か
、
そ
の
後
の
頼
玄
に
よ
る
発
展
期
間
に
あ
て
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

瓦
窯
の
調
査
で
塑
像
片
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
青
磁
片
は
一
見
し
て

十
三
世
紀
ま
で
は
上
が
ら
な
い
よ
う
に
思
え
た
が
、
こ
れ
も
出
土
層
位
が
不
明

で
あ
る
た
め
、
塑
像
片
の
時
期
決
定
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
え
て
時
期

を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
一
歩
引
い
て
、
西
大
寺
の
叡
尊
ら
律
宗
に
よ
る
塑
像
の

造
立
活
動
の
流
れ
に
絡
め
て
検
討
す
る
の
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

叡
尊
は
南
都
・
般
若
寺
の
本
尊
と
し
て
周
丈
六
の
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
を
造
立

し
て
い
る
（
3
）（

現
存
せ
ず
）。
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
か
ら
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）

に
至
る
ま
で
、
足
掛
け
十
二
年
の
大
事
業
で
あ
っ
た
が
、
仏
師
善
慶
が
途
中
で

死
亡
し
た
た
め
、
獅
子
座
の
製
作
は
息
子
の
善
春
に
任
さ
れ
た
。
善
慶
作
の
文

殊
像
は
楠
を
用
い
た
木
造
で
あ
っ
た
が
、
善
春
は
な
ぜ
か
獅
子
を
木
骨
塑
像
で

製
作
し
て
い
る
（
4
）。
ま
た
、
石
山
寺
の
数
度
に
わ
た
る
修
復
事
業
の
中
で
、
弘
安

五
年
（
一
二
八
二
）
お
よ
び
同
八
年
（
一
二
八
五
）
の
修
復
は
叡
尊
が
関
与
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
寺
島
二
〇
〇
六
）
。
同
寺
に
残
る
天
平
期
の
塑
像
断
片
に

は
、
修
復
に
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
質
の
異
な
る
塑
土
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、

叡
尊
は
木
彫
像
の
み
な
ら
ず
塑
像
の
修
復
に
も
協
力
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
叡
尊
の
没
後
三
年
に
発
願
さ
れ
た
西
大
寺
の
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
（
重
要

文
化
財
）
は
、
文
殊
像
本
体
が
木
彫
像
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
獅
子
は
木
骨
塑
像

で
あ
り
（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
二
〇
〇
一
）、
捻
塑
の
技
術
が
生
き
続
け
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
（
叡
尊
十
三
回
忌
の
正
安
四
年
〔
一
三
〇
二
〕
に
完
成
）。

こ
う
し
た
事
例
以
外
に
も
、
叡
尊
や
忍
性
ら
は
南
都
を
中
心
と
し
た
古
寺
の
勧

進
職
や
別
当
と
し
て
復
興
に
手
を
尽
く
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
業
の
中
で

様
々
な
素
材
の
仏
像
を
扱
う
仏
師
た
ち
が
育
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
善
春
の
例

を
み
る
に
つ
け
、
お
よ
そ
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
鎌
倉
に
移
っ
た
忍
性
の
元
で
も
塑
像
の
造
立
が
な
さ
れ
て
い
る
。
忍

性
後
半
生
の
活
動
拠
点
は
鎌
倉
・
極
楽
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
の
南
門
付
近
か

ら
仁
王
像
の
も
の
と
み
ら
れ
る
巨
大
な
足
の
指
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
図
14
）。

塑
像
の
右
足
親
指
で
、
現
存
長
二
三
・
五
㎝
、
爪
の
幅
八
・
五
㎝
を
は
か
る
（
5
）。

こ
の
大
き
さ
か
ら
、
法
隆
寺
中
門
の
仁
王
像
（
像
高
約
三
・
八
ⅿ
）
に
匹
敵
す
る

巨
像
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
忍
性
の
止
住
期
間
は
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）

か
ら
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
ま
で
の
三
六
年
間
で
、
そ
の
間
、
建
治
元
年
（
一

二
七
五
）
の
火
災
で
堂
舎
壊
滅
の
危
機
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
巨
大
な
仁
王

像
の
造
立
時
期
を
ど
こ
に
充
て
る
か
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
忍
性
が
律
寺
化

に
奔
走
し
た
入
寺
直
後
よ
り
も
、
灰
塵
か
ら
急
速
な
復
興
を
果
し
た
、
勢
い
の

あ
る
時
期
に
想
定
す
る
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
十
三
世
紀
後
葉
頃
な
ら
ば
、

南
都
で
涵
養
さ
れ
て
い
た
捻
塑
に
も
才
の
あ
る
仏
師
を
借
り
る
こ
と
も
容
易
で

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

三
村
山
極
楽
寺
の
塑
像
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
西
大
寺
の
叡
尊
か
ら
鎌
倉
・

極
楽
寺
の
忍
性
へ
と
続
く
塑
像
造
立
の
流
れ
の
中
で
考
え
る
と
理
解
し
易
い
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
忍
性
が
鎌
倉
・
極
楽
寺
の
復
興
に
際
し
て
仏
師
を
招

聘
し
、
こ
れ
を
機
に
東
国
に
技
術
導
入
が
な
さ
れ
、
三
村
山
極
楽
寺
の
経
営
を

80
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継
い
だ
頼
玄
の
も
と
で
天
部
塑
像
が
製
作
さ
れ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
（
6
）。
現

段
階
で
は
あ
く
ま
で
推
論
の
連
鎖
で
し
か
な
く
、
ま
た
西
大
寺
流
律
宗
が
何
故

そ
こ
ま
で
塑
像
造
立
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
向
後
の
資
料
の

増
加
と
大
方
の
ご
批
正
を
期
し
、
中
世
塑
像
研
究
の
進
展
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
資
料
実
見
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
辰
馬
考
古
資
料
館
の
上
原
眞
人
館
長

な
ら
び
に
青
木
政
幸
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た

り
多
く
の
方
々
に
ご
教
示
、
ご
支
援
を
頂
い
た
。
以
下
に
ご
芳
名
を
掲
げ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

石
橋
充
、
田
中
密
敬
、
寺
島
典
人
、
中
川
満
帆
、
根
本
誠
二
、
比
毛
君
男
、

山
本
勉
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

注（
1
）
土
浦
市
の
等
覚
寺
に
残
る
梵
鐘
に
「
鋳
顕
極
楽
寺
鐘
」「
建
永
」「
筑
後
入
道
尊

念
」
等
の
銘
文
が
あ
り
、「
尊
念
」
す
な
わ
ち
八
田
知
家
が
建
永
年
間
（
一
二
〇
六

〜
七
）
に
極
楽
寺
の
梵
鐘
を
寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
極
楽
寺

の
創
建
を
十
三
世
紀
初
頭
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
2
）
高
井
悌
三
郎
氏
が
茨
城
県
か
ら
転
出
し
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に

遡
る
。
極
楽
寺
跡
の
瓦
窯
調
査
は
二
十
日
間
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
夏
休
み
を
利

用
し
て
出
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
般
若
寺
の
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
の
造
立
に
つ
い
て
は
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正

記
』
に
詳
し
い
が
、
本
像
が
周
丈
六
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
般
若
寺
文
殊

縁
起
等
」（
康
暦
元
年
〔
一
三
七
九
〕、
般
若
寺
蔵
）
に
「
奉
造
立

文
殊
師
利
菩

薩
形
像
一
軀
周
丈
六
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
一
六
）。

（
4
）
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
弘
長
三
年
条
に
「
造
師
子
以
木
為
骨

以
土
作

肉
」
と
あ
る
。

（
5
）
本
破
片
の
横
に
は
「
極
楽
寺
本
堂
南
出
土
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
を

収
め
た
ボ
ー
ル
箱
に
は
「
昭
和
五
十
年
五
月
六
日
／
赤
星
直
忠
氏
よ
り
奉
納
さ
る

／
佛
足
の
指
／
昭
和
年
間
極
楽
寺
境
内
よ
り
発
見
」
と
記
し
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
本
破
片
は
被
熱
に
よ
っ
て
硬
く
焼
き
締
ま
っ
て
お
り
、
芯
の
粗
土
は
黒
化
し

て
い
る
。
表
面
の
化
粧
土
に
は
細
か
な
「
キ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
微
細
な
雲
母
片
が

含
ま
れ
て
い
た
。
実
見
に
あ
た
っ
て
は
鎌
倉
・
極
楽
律
寺
の
田
中
密
敬
住
職
に
特

別
の
は
か
ら
い
を
頂
い
た
。

（
6
）
三
村
山
極
楽
寺
跡
の
近
く
に
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
と
さ
れ
る
毘
沙
門
天
種
子
板
碑

が
存
在
す
る
（
つ
く
ば
市
北
条
）。
雲
母
片
岩
を
用
い
た
高
一
七
〇
㎝
の
板
碑
で
、

毘
沙
門
天
の
種
子
を
流
麗
な
書
体
で
刻
ん
で
い
る
（
つ
く
ば
市
指
定
文
化
財
）。
極

楽
寺
の
天
部
塑
像
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
に
当
地
に
毘
沙
門
天
信

仰
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

参
考
・
引
用
文
献

茨
城
県
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
『
三
村
山
極
楽
寺
跡
遺
跡
群
―
確
認
調
査
報

告
書
―
』

佐
藤
有
希
子
二
〇
二
二
『
毘
沙
門
天
像
の
成
立
と
展
開
』
中
央
公
論
美
術
出
版

高
井
悌
三
郎
一
九
六
四
「
三
村
山
拾
遺
」『
郷
土
文
化
』
第
五
号
茨
城
県
郷
土
文
化
研

究
会

高
井
悌
三
郎
一
九
五
七
「
茨
城
県
筑
波
郡
三
村
山
瓦
窯
址
」『
日
本
考
古
学
年
報
五
昭

図14 鎌倉市極楽寺境内出土の塑像片
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和
二
七
年
度
』
日
本
考
古
学
協
会

高
井
悌
三
郎
一
九
七
九
「
常
陸
・
下
野
の
中
世
瓦
瞥
見
―
常
陸
三
村
山
瓦
窯
跡
出
土
瓦

の
二
、
三
を
中
心
に
―
」『
茨
城
県
史
研
究
』
第
四
三
号
茨
城
県
史
編
集
委
員
会

筑
波
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
一
九
八
九
『
筑
波
町
史
上
巻
』

寺
島
典
人
二
〇
〇
六
「
石
山
寺
境
内
遺
跡
出
土
塑
像
の
概
要
」『
石
山
寺
境
内
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』
大
津
市
教
育
委
員
会

奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
一
四
『
鎌
倉
の
仏
像
―
迫
真
と
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
―
』

奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
一
六
『
忍
性
―
救
済
に
捧
げ
た
生
涯
―
』

奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
二
〇
『
毘
沙
門
天
―
北
方
鎮
護
の
カ
ミ
―
』

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
監
修
一
九
七
七
『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』
法
蔵
館

奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
二
〇
〇
一
『
奈
良
六
大
寺
大
観
補
訂
版
第
十
四
巻
西
大

寺
』
岩
波
書
店

西
川
杏
太
郎
二
〇
〇
〇
『
日
本
彫
刻
史
論
叢
』
中
央
公
論
美
術
出
版

比
毛
君
男
・
広
瀬
季
一
郎
・
越
田
真
太
郎
・
野
内
智
一
郎
二
〇
二
三
「
古
代
末
か
ら
中

世
の
瓦
」『
瓦
か
ら
読
み
解
く
古
代
社
会
の
諸
相
―
基
礎
資
料
の
集
成
と
分
析
―
』
茨

城
県
考
古
学
協
会

藤
田
清
・
中
村
盛
吉
一
九
七
二
『
常
総
古
文
化
研
究
』

松
尾
剛
次
二
〇
〇
四
『
忍
性
―
慈
悲
ニ
過
ギ
タ
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

和
島
芳
男
一
九
七
二
「
常
陸
三
村
寺
と
忍
性
」『
金
澤
文
庫
研
究
』
第
一
八
巻
第
七
号

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

（
よ
し
ざ
わ

さ
と
る
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
長
）
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
六
号

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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